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責任主体なき大学改革を変える
ためには？

千葉大学大学院国際学術研究院
准教授　崎山直樹

コロナ禍での大学

• 2020年度という「厄年」

• 東京オリンピック・パラリンピック協力のための学事暦変更

• 第一回共通テスト実施

• COVID-19のパンデミックで当たり前のことすらできない
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大学改革と「世代」

• 90年代　国立大学教養部解体

• 00年代　国立大学独法化

• 10年代　循環する改革期（迷走するPDCA)

• 20年代　ポストコロナを目指して？

学部入学：普遍教育一期生

大学院GP
日本学術会議事務局上席学術調査員
質保証「分野別参照基準」
グローバル人材育成

SGU
学部新設

大学院学位プログラム新設

大学改革のゴール？
•「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」答申（2018年11月）

• http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/
toushin/1411360.htm

• 6つのセクション

• 「2040年の展望」「多様性と柔軟性が確保された教育研究体制」「教
育の質の保証と情報公表」「18歳人口の減少を踏まえた高等教育機関
の規模や地域配置」「各高等教育研究機関の役割」「コストの可視化と
あらゆるセクターからの支援の拡充を通じた高等教育を支える投資」
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提示される未来の課題
•持続可能な開発

• 第4次産業革命

• Society5.0

• 人生100年時代

• 更なるグローバル化

• 地方創成

• 全部大学が関わらなきゃダメ？少子化なのに？少子化だから？

重責を追わされているにも関わらず

• 「規模や地域配置」

• 「コストの可視化」

• 統廃合やコストダウンが大前提に
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コストはむしろ掛かる？
•例えば質保証：基本線としてはアウトカムズ評価へ

• 学習効果についてはそもそも測っていない。何をどう測るか、そのすり合わ
せから

• 測れないから学修時間に注目しているのでは？

• 学修時間ちゃんと確保したら年間何単位履修可能なのか？

• 教員は何科目担当できるんでしょうか？

• そもそも何を根拠に立案しているのか？

「AIを活用した、日本社会の未来と高等教育に関するシミュレーション」
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/siryo/1411277.htm

• 文部科学省高等教育局、京都大学こころの未来研究センター、日立製作所
基礎研究センタ日立京大ラボが協力し作成

• 「2040年の高等教育の在り方について、社会に関する様々なキーワー
ド、例えば高齢人口、出生率、GDPといった指標と、高等教育関連のキー
ワード、例えば、教育の質、学力、教育投資といった指標との間の因果関
係を統合し、相関関係モデルを構築し、これらに基づいたシミュレーショ
ンの結果をまとめたものである」

• 「2万通りのシミュレーションは大きく8つのシナリオに収斂」
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8つのシナリオ
•「持続可能性が高く、社会的パフォーマンスも高く、高等教育も充実してい
る」（シナリオ1,2,3)

• 「持続可能性は中程度、社会的パフォーマンスも中程度、高等教育の充実
も中程度」(シナリオ4）

• 「持続可能性は低く、社会的パフォーマンスも低く、高等教育の充実もして
いない」（シナリオ5,6,7,8)

• これらのシナリオは、「9年～10年後（2027年～2028年）頃」と「16
～17年後（2034年～2035年）頃」に分岐するとされる。

「持続可能性は低く、社会的パフォーマンスも低く、
高等教育の充実もしていない」シナリオ

• 社会に関しては、「人口」や「地域」の指標が現状よりも低調であり、高
等教育については「教育の質」「大学進学率」「地方大学の振興」が低調
な場合、そのような状況に陥ると予測されている

• 大都市を中心とした「都市（一極）集中型」よりも、バランスの取れた
「地方分散（均等発展）型」が望ましいとされる

• じゃあ実際どうなっている？
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コロナ禍における大学改革をめぐる言説
ウィズコロナ・ポストコロナ時代の大学教育について 新型コロナの拡大を契機に、教育・
研究のオンライン化が加速した。

対面授業の利点は活かしつつも、オンライン授業の有意義な部分を伸ばしていくことが必
要である。

オンライン授業と大学間の単位相互認定がより進展すれば、学生は他大学の授業をより容
易に履修することが可能となる。オンライン授業について修得単位数の上限を撤廃するこ
と等を通じ、大学間のみならず、授業単位で競争原理を働かせていくことが重要である。

さらに、対面授業を前提とした現在の大学設置基準(学生数、教員 数、校地面積)を根本か
ら見直すとともに、国立大学の再編の検討の契機としていくべきである。

「令和3年度予算の編成等に関する建議 」（2020年11月25日）https://www.mof.go.jp/about_mof/councils/
fiscal_system_council/sub-of_fiscal_system/report/zaiseia20201125/01.pdf　p. 66

https://www.mof.go.jp/about_mof/councils/fiscal_system_council/sub-of_fiscal_system/report/zaiseia20201125/03.pdf
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オンライン授業をめぐる方針転換？
• 「本年度後期や次年度の各授業科目の実施方法に係る留意点について」
（文部科学省事務連絡2020年7月27日）https://www.mext.go.jp/
content/20200727-mxt_kouhou01-000004520_1.pdf

• 「新型コロナウイルス感染症への対応のため，次年度の遠隔授業の実施についても，引き続き，60
単位の上限への算入は不要とする特例措置を講ずることや， 面接授業の再開等，本年度後期や次年
度の各授業科目の実施方法に係る留意点についてお知らせします。 」

• 秋以降のオンライン授業継続を後押しする文書だったはず

• 文科大臣の発言は、この時期から対面授業再開を求めるものに変わっていく。

学生側からの不満の表出
•「＃大学生の日常も大事だ」

• 7月上旬以降、秋以降の方針を発表する大学も多く、それに反発する大学生の
声がSNSで溢れていく

• Gotoトラベルの開始（7月22日）も相まって、対面授業を行わない大学への
不満が高まる

• ちなみに5月13日に東京都の感染者数は3人まで減少したものの、7月22日
は189人、文書の出た7月27日219人と感染は再度拡大の局面に入っている

• 一部、無責任な政党・政治家からの支持・賛同
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無責任なマスコミの報道
•そもそも4月から報じられ方がおかしかった

• 例えば4月中旬までの報道：「コロナ禍という困難な状況に立ち向かう大学
を賞賛」

• 「東大、講義4000超オンラインに　「授業の工夫一段と」」（日経新聞、
4月17日　https://www.nikkei.com/article/DGXMZO58142250W0A410C2000000/　）

•4月下旬：学費返還要求

•「「＃学費返還運動」に苦慮する大学～就実・明治学院は神対応も」
https://news.yahoo.co.jp/byline/ishiwatarireiji/20200423-00174838/

「質が低下したオンライン授業」
• 多くの大学でまだ授業が始まってもいない状況下で、これまでも測定してい
ない授業の「質」が問題とされ、学費返還という話がマスコミで流される

• コロナ禍で困窮している学生生活という話と学費負担軽減という話と教育
の質という話は、それぞれ位相が違う

• 「社会運動」だからOK？

• 社会運動のフレームとして機能してます？教職員切り捨てる方向が。

• 誰がどのように「質」を測定したのか？その場合の「質」とは何か？
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責任主体なき大学改革を変えるためには？

• 「無責任」な社会

• 監督省庁、政治家、マスコミ、学生、そして大学そのものも

• どう大学とどのように関わるのか

• あるいはそれを通じて社会とどう向き合うのか？

• 誤魔化さずに関わっていくこと？
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